
号

外�十七
令

和

七

年

四

月

一

日

目

次

人
事
委
員
会
規
則

○
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

人
事
委
員
会)

一
ペ
ー
ジ

人
事
委
員
会
規
則

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
七
年
四
月
一
日

岐
阜
県
人
事
委
員
会

委
員
長

栗

山

知

岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

(

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正)

第
一
条

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

昭
和
三

十
二
年
岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中｢

条
例
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る｣

を｢

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則(

令
和
七
年
岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号)

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

以
下
こ

の
項
に
お
い
て｢

旧
規
則｣

と
い
う
。)

別
表
第
三
に
掲
げ
る｣

に
改
め
、｢

(

同
項
の
人
事
委
員
会

規
則
で
定
め
る
公
署
を
除
く
。)｣

を
削
り
、｢

条
例
第
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
る｣

を｢

旧
規
則

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り｣

に
、｢

さ
れ
る｣

を｢

さ
れ
て
い
た｣

に
改
め
、
同
項

第
三
号
中｢
条
例
第
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
る｣

を｢

旧
規
則
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
よ
り｣

に
、｢
さ
れ
る｣

を｢

さ
れ
て
い
た｣

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中｢

条
例
第
十
二
条
の
二

の
規
定
に
よ
る｣
を

｢
旧
規
則
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り｣

に
、｢

さ
れ
る｣

を
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｢
さ
れ
て
い
た｣

に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

新
た
に
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
職
員
た
る
要
件
を
具
備
す
る
に
至
つ
た
職
員
は
、
別
記
第
一

号
様
式
に
よ
る
扶
養
親
族
届
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
任
命
権
者(

そ
の
委
任
を
受
け
た
者

を
含
む
。
以
下
本
則
に
お
い
て
同
じ
。)

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
職
員
の
届
出
に
係
る
扶
養
親
族
の
恒
常
的
な
所
得
の
年
間
の
見
込
額
そ
の
他
の
扶
養
の
事
実

等
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
命
権
者
に
お
い
て
扶
養
の
事
実
等
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
と
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
し
な
い
。

第
二
十
六
条
の
四
第
四
項
中｢

前
二
項｣

を｢

第
三
項
及
び
前
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六

項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

任
命
権
者
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
及
び
扶

養
手
当
の
月
額
を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と

す
る
。

４

任
命
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
し
た
職
員
の
扶
養
親
族
に
係
る
事
項
そ
の
他
の
扶
養

手
当
の
支
給
に
関
す
る
事
項
を
別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
扶
養
親
族
簿
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中｢

条
例
第
十
二
条
第
一
項｣

を｢

前
条
第
一
項｣

に
、｢

同
条
第
二
項
た

だ
し
書(

同
条
第
三
項｣

を｢

次
条
第
一
項
た
だ
し
書(

同
条
第
二
項｣
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

条
例
第
十
二
条
第
二
項
た
だ
し
書｣

を｢

次
条
第
一
項
た
だ
し
書｣

に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

(

支
給
の
始
期
及
び
終
期)

第
二
十
七
条
の
二

扶
養
手
当
の
支
給
は
、
職
員
が
新
た
に
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
職
員
た
る
要

件
を
具
備
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月(

そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

日
の
属
す
る
月)

か
ら
開
始
し
、
職
員
が
同
項
に
規
定
す
る
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
日(

人
事
委

員
会
が
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
日
以
降
の
日
で
人
事
委
員
会
が

定
め
る
日)

の
属
す
る
月(

そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
の
前
月)

を
も
つ
て
終
わ
る
。
た
だ
し
、
扶
養
手
当
の
支
給
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
、
こ
れ
に
係
る
事
実
の
生
じ
た
日
か
ら
十
五
日
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ

た
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月(

そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月)

か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

２

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
職
員
に
そ
の
月
額
を
変
更
す
べ
き
事
実
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
事

実
の
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月(

そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る

月)

か
ら
そ
の
支
給
額
を
改
定
す
る
。
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
扶
養
手
当
の
月
額
を
増
額
し

て
改
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
八
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て｢(

支
給
方
法)｣

を
付
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
五
第
二
号
中｢

条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
で
条
例
第
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
て
い
る
者
に
限
る｣

を｢

職
員
の
配
偶
者
で
他
に
生
計
の
途
が
な

く
主
と
し
て
当
該
職
員
の
扶
養
を
受
け
て
い
る
も
の
及
び
条
例
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
扶
養

親
族
を
い
う｣

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
七
中｢(

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。)｣

を
削
り
、｢

職
員
以

外
の
地
方
公
務
員
等(

退
職
派
遣
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

で
あ
つ
た
者
か
ら
人
事
交
流
等
に
よ

り
引
き
続
き｣

を｢

新
た
に｣

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
八
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
命
権
者
に
お
い
て
居
住
の
実
情
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
と
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
し
な
い
。

第
二
十
九
条
の
二
の
九
第
一
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
十
一
第
一
項
中｢

欠
く
に
至
つ
た
日｣

の
下
に｢(

人
事
委
員
会
が
定
め
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
日
以
降
の
日
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
日)｣

を

加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
三
中｢

す
み
や
か
に｣

を｢

速
や
か
に｣

に
、｢

一
に｣

を｢

い
ず
れ
か
に｣

に

改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
二
十
九
条
の
九
の
九
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
の
職
員
た
る
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
場

合
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
中｢

か
か
る｣

を｢

係
る｣

に
改
め
、｢

提
示｣

の
下
に｢

又
は
第
二

十
九
条
の
九
の
九
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
の
職
員
た
る
要
件
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
提
出｣

を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
七
中｢

新
幹
線
鉄
道
等｣

を｢

条
例
第
十
二
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
新
幹
線

鉄
道
等(
以
下｢
新
幹
線
鉄
道
等｣

と
い
う
。)｣

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
九
第
一
項
中｢(

次
項｣

の
下
に｢

及
び
第
二
十
九
条
の
九
の
二
の
二
第
二
号｣

を
加
え
、
同
項
第
一
号
中｢

第
十
二
条
の
六
第
七
項｣

を｢

第
十
二
条
の
六
第
八
項｣

に
改
め
、
同

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和７年４月１日 ( )２



項
第
二
号
中｢

平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所
要
回
数
分｣

を｢

一
箇
月
当
た
り
の
平
均
通
勤
所
要

回
数
分｣

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
九
の
二
の
二
第
一
号
中｢(

同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等

相
当
額(
以
下｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額｣

と
い
う
。)

及
び
同
項
第
二
号
に
定
め
る
額

の
合
計
額
が
五
万
五
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
の
う
ち

最
も
長
い
支
給
単
位
期
間
に
つ
き
、
五
万
五
千
円
に
当
該
支
給
単
位
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額)｣

を
削
り
、
同
条
第
二
号
中｢
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額(

二
以
上
の
普
通
交
通
機
関
等
を
利

用
す
る
も
の
と
し
て
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は｣

を｢

運
賃
等
相
当
額
を
そ
の
支

給
単
位
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
額(

普
通
交
通
機
関
等
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
は｣

に

改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
九
の
三
中｢

通
常
の
通
勤
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
場
合
に
は
公
署
を
異
に
す
る

異
動
又
は
在
勤
す
る
公
署
の
移
転
前
の
通
勤
時
間
よ
り
長
時
間
の
通
勤
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
る

こ
と
等
の
通
勤
の
実
情
の｣

を｢

通
勤
の
実
情
に｣
に
改
め
、｢

で
あ
る
も
の｣

の
下
に｢(

新
幹
線

鉄
道
等
の
利
用
に
よ
り
通
勤
事
情
の
改
善
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。)｣

を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
九
の
四
の
見
出
し
中｢

住
宅｣

を｢

住
居｣
に
改
め
、
同
条
中｢

お
い
て
、
新
幹

線
鉄
道
等
を
通
勤
の
た
め
利
用
す
る
経
路
に
変
更
が
生
じ
な
い
と
き
の
当
該
転
居
後
の
住
居
及
び
人

事
委
員
会
が
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る｣

を｢

お
け
る
次
に
掲
げ
る｣
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号

を
加
え
る
。

一

通
勤
の
た
め
利
用
す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
経
路
に
変
更
が
生
じ
な
い
と
き
の
当
該
転
居

後
の
住
居

二

通
勤
の
た
め
利
用
す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
経
路
に
変
更
が
生
じ
る
と
き
の
当
該
転
居
後

の
住
居
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

条
例
第
十
二
条
の
六
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る
直
前
の
住
居
か
ら
通
勤
す
る
場
合
に
利
用

す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
経
路
の
起
点
と
な
る
駅
等(

ロ
に
お
い
て｢

旧
最
寄
り
駅
等｣

と
い
う
。)

と
、
当
該
転
居
後
の
住
居
か
ら
通
勤
す
る
場
合
に
利
用
す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に

係
る
経
路
の
起
点
と
な
る
駅
等(

ロ
に
お
い
て｢

新
最
寄
り
駅
等｣

と
い
う
。)

と
が
、
新

幹
線
鉄
道
等
に
係
る
経
路
に
お
い
て
隣
接
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
転
居
後
の
住
居

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
旧
最
寄
り
駅
等
と
新
最
寄
り
駅
等
と
の
間
の
新
幹
線
鉄
道
等

に
係
る
経
路
の
距
離
が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
転
居
後

の
住
居

三

前
二
号
に
掲
げ
る
住
居
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
が
こ
れ
ら
に
準
ず
る
住
居
で
あ
る
と
認
め
る

も
の

第
二
十
九
条
の
九
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
九
の
五

削
除

第
二
十
九
条
の
九
の
六
の
見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中｢

新
幹
線
鉄
道
等
に｣

を

｢

新
幹
線
鉄
道
等
の
利
用
に
係
る
特
別
料
金
等
に｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

特
別
料
金
等
の
額

の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額｣

を｢

特
別
料
金
等
相
当
額(

第
二
十
九
条
の
九
の
九
の
二
第
四
項
に

お
い
て｢

特
別
料
金
等
相
当
額｣

と
い
う
。)｣

に
、｢

同
項
第
一
号｣

を｢

同
項
第
一
号
及
び
第
二

号｣

に
、｢

｢

価
額｣

と
あ
る
の
は

｢

価
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額｣

と
、
同
項
第
二
号
中

｢

普
通
交
通
機
関
等｣

と
あ
る
の
は｢

新
幹
線
鉄
道
等｣

と
、｢

運
賃
等
の｣

を｢

同
項
第
二
号
中

｢

運
賃
等｣

に
、｢

特
別
料
金
等
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る｣｣

を｢

特
別
料
金
等｣｣

に
改
め

る
。第

二
十
九
条
の
九
の
七
中｢

お
い
て
、
新
幹
線
鉄
道
等
を
通
勤
の
た
め
利
用
す
る
経
路
に
変
更
が

生
じ
な
い
と
き
の
当
該
転
居
後
の
住
居
及
び
人
事
委
員
会
が
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る｣

を｢

お
け

る
次
に
掲
げ
る｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

通
勤
の
た
め
利
用
す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
経
路
に
変
更
が
生
じ
な
い
と
き
の
当
該
転
居

後
の
住
居

二

通
勤
の
た
め
利
用
す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
経
路
に
変
更
が
生
じ
る
と
き
の
当
該
転
居
後

の
住
居
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

条
例
第
十
二
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
直
前
の
住
居
か
ら
通
勤
す
る
場
合
に
利
用
す
る

新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
経
路
の
起
点
と
な
る
駅
等(

ロ
に
お
い
て｢

旧
最
寄
り
駅
等｣

と
い

う
。)

と
、
当
該
転
居
後
の
住
居
か
ら
通
勤
す
る
場
合
に
利
用
す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る

経
路
の
起
点
と
な
る
駅
等(

ロ
に
お
い
て｢

新
最
寄
り
駅
等｣

と
い
う
。)

と
が
、
新
幹
線

鉄
道
等
に
係
る
経
路
に
お
い
て
隣
接
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
転
居
後
の
住
居

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
旧
最
寄
り
駅
等
と
新
最
寄
り
駅
等
と
の
間
の
新
幹
線
鉄
道
等

に
係
る
経
路
の
距
離
が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
転
居
後

の
住
居

三

前
二
号
に
掲
げ
る
住
居
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
が
こ
れ
ら
に
準
ず
る
住
居
で
あ
る
と
認
め
る

も
の

第
二
十
九
条
の
九
の
八
中｢

職
員
以
外
の
地
方
公
務
員
等
で
あ
つ
た
者
か
ら
人
事
交
流
等
に
よ
り

給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
つ
た
者
の
う
ち
、
当
該
適
用
の
直
前
の
勤
務
地
と
所
在
す
る
地

域
を
異
に
す
る
公
署
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
い
、
通
常
の
通
勤
の
経
路
及
び
方
法
に
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よ
る
場
合
に
は
当
該
適
用
前
の
通
勤
時
間
よ
り
長
時
間
の
通
勤
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
等

の
通
勤
の
実
情
の
変
更
を
生
ず
る
者｣

を｢

次
に
掲
げ
る
職
員｣

に
改
め
、｢

で
あ
る
も
の｣

の
下

に｢(
新
幹
線
鉄
道
等
の
利
用
に
よ
り
通
勤
事
情
の
改
善
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。)｣

を
加
え
、

同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
つ
た
者(

職
員
以
外
の
地
方
公
務
員
等
で
あ
つ

た
者
か
ら
人
事
交
流
等
に
よ
り
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
つ
た
者(

次
号
に
お
い
て

｢

人
事
交
流
等
職
員｣
と
い
う
。)

を
除
く
。)

の
う
ち
、
当
該
適
用
の
直
前
の
住
居
と
所
在
す

る
地
域
を
異
に
す
る
公
署
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
者

二

人
事
交
流
等
職
員
の
う
ち
、
当
該
適
用
の
直
前
の
勤
務
地
と
所
在
す
る
地
域
を
異
に
す
る
公

署
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
い
、
通
勤
の
実
情
に
変
更
を
生
ず
る
職
員

第
二
十
九
条
の
九
の
九
中｢

次
に
掲
げ
る
職
員｣

の
下
に｢(

新
幹
線
鉄
道
等
の
利
用
に
よ
り
通

勤
事
情
の
改
善
が
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。)｣
を
加
え
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
職
員
の
う
ち
、
条
例
第
十
二
条
の
六
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三

号
に
掲
げ
る
職
員
で
、
当
該
事
由
の
発
生
に
伴
い
、
当
該
事
由
の
発
生
の
直
前
の
住
居(

特
定

住
居
を
含
む
。)

か
ら
の
通
勤
の
た
め
、
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
し
、
そ
の
利
用
に
係
る
特
別

料
金
等
を
負
担
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
も
の(

当
該
事
由
の
発
生
の
直
前
の
勤
務
地
と
所
在

す
る
地
域
を
異
に
す
る
公
署
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
い
、
通
勤
の
実
情
に
変
更

を
生
ず
る
職
員
で
、
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
し
な
い
で
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る

通
勤
距
離
が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
若
し
く
は
通
勤
時
間
が
九
十
分
以
上
で
あ
る
も
の
又
は

交
通
事
情
等
に
照
ら
し
て
通
勤
が
困
難
で
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の
に
限
る
。)

イ

派
遣
か
ら
職
務
に
復
帰
し
た
こ
と
。

ロ

分
限
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
休
職
か
ら
復
職
し
た
こ
と
。

二

配
偶
者(

配
偶
者
の
な
い
職
員
に
あ
つ
て
は
、
満
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子)

の
住
居
に
転
居
し
た
こ
と
に
伴
い
単
身
赴
任
手
当
が
支
給
さ

れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
職
員
で
、
当
該
転
居
後
の
住
居(

特
定
住
居
を
含
む
。)

か
ら
の
通
勤

の
た
め
、
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
し
、
そ
の
利
用
に
係
る
特
別
料
金
等
を
負
担
す
る
こ
と
を
常

例
と
す
る
も
の

第
二
十
九
条
の
九
の
九
中
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

職
員
又
は
配
偶
者
の
公
署
を
異
に
す
る
異
動
又
は
在
勤
す
る
公
署
の
移
転(

配
偶
者
が
職
員

で
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。)

に
伴
い
、
配
偶
者
と
同
居

し
て
満
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
を
養
育
す
る

た
め
、
職
員
及
び
配
偶
者
の
通
勤
を
考
慮
し
た
地
域
の
住
居
に
転
居
し
た
職
員
で
、
当
該
転
居

後
の
住
居(

当
該
転
居
の
日
以
後
に
当
該
地
域
へ
転
居
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
日
以
後
の
転

居
後
の
住
居
を
含
む
。)

か
ら
の
通
勤
の
た
め
、
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
し
、
そ
の
利
用
に
係

る
特
別
料
金
等
を
負
担
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
も
の(

新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
し
な
い
で
通

勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
通
勤
距
離
が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
通
勤
時
間
が

九
十
分
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
子
の
養
育
を
行
つ
て
い
る
も
の
に
限
る
。)

四

職
員
又
は
配
偶
者
の
父
母(

介
護
保
険
法(

平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。)

の
介
護
に
伴
い
、
当
該
父
母
の

住
居
又
は
そ
の
近
隣
の
住
居
に
転
居
し
た
職
員
で
、
当
該
転
居
後
の
住
居(

当
該
転
居
の
日
以

後
に
当
該
父
母
の
住
居
又
は
そ
の
近
隣
の
住
居
を
転
居
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
日
以
後
の
転

居
後
の
住
居
を
含
む
。)

か
ら
の
通
勤
の
た
め
、
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
し
、
そ
の
利
用
に
係

る
特
別
料
金
等
を
負
担
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
も
の(

新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
し
な
い
で
通

勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
通
勤
距
離
が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
通
勤
時
間
が

九
十
分
以
上
あ
り
、
か
つ
、
当
該
父
母
の
介
護
を
行
つ
て
い
る
も
の
に
限
る
。)

第
二
十
九
条
の
九
の
九
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
お
い
て｢

特
定
住
居｣

と
は
、
同
項
第
一
号
イ
若
し
く
は
ロ
に
掲

げ
る
事
由
の
発
生
又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
転
居(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

事
由
の
発
生

等｣

と
い
う
。)

の
日
以
後
に
転
居
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
事
由
の
発
生
等
の
日
以
後
の
転
居

後
の
住
居(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

転
居
後
の
住
居｣

と
い
う
。)

で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
も

の
を
い
う
。

一

通
勤
の
た
め
利
用
す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
経
路
に
変
更
が
生
じ
な
い
と
き
の
当
該
転
居

後
の
住
居

二

通
勤
の
た
め
利
用
す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
経
路
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
の
当
該
転
居
後

の
住
居
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

当
該
事
由
の
発
生
等
の
直
前
の
住
居
か
ら
通
勤
す
る
場
合
に
利
用
す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に

係
る
経
路
の
起
点
と
な
る
駅
等(

ロ
に
お
い
て｢

旧
最
寄
り
駅
等｣

と
い
う
。)

と
、
当
該

転
居
後
の
住
居
か
ら
通
勤
す
る
場
合
に
利
用
す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
経
路
の
起
点
と
な

る
駅
等(
ロ
に
お
い
て｢

新
最
寄
り
駅
等｣

と
い
う
。)

と
が
、
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
経

路
に
お
い
て
隣
接
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
転
居
後
の
住
居

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
旧
最
寄
り
駅
等
と
新
最
寄
り
駅
等
と
の
間
の
新
幹
線
鉄
道
等
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に
係
る
経
路
の
距
離
が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
転
居
後

の
住
居

三

前
二
号
に
掲
げ
る
住
居
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
が
こ
れ
ら
に
準
ず
る
住
居
で
あ
る
と
認
め
る

も
の

第
二
十
九
条
の
九
の
九
の
二
第
一
項
中｢

第
四
項
各
号
に
掲
げ
る｣

を｢

第
四
項
に
規
定
す
る｣

に
、｢

当
該
各
号｣
を｢
同
項｣

に
改
め
、｢

期
間(

以
下
こ
の
条｣

の
下
に｢

、
第
二
十
九
条
の
十

の
二
第
二
項
第
二
号｣
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中｢

離
職
し｣

を｢

離
職(

職
員
が
離
職
の
日
又
は

そ
の
翌
日(

当
該
翌
日
が
岐
阜
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例(

平
成
元
年
岐
阜
県
条
例
第
五
号)

第
一

条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
当
該
翌
日
後
に
お
い
て
当
該
翌
日
に
最
も
近

い
県
の
休
日
で
な
い
日
を
含
む
。)
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
場
合
の
離
職

を
除
く
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。)
を
し｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

条
例
第
十
二
条
の
六
第
六
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
通
勤
手
当
は
、
一
箇
月
当
た
り
の

運
賃
等
相
当
額
等(

第
二
十
九
条
の
九
の
二
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

、

条
例
第
十
二
条
の
六
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
額(
第
二
十
九
条
の
九
の
二
の
二
第
二
号
に
掲
げ

る
職
員
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

及
び
特
別
料
金
等
相
当
額
を
そ
の
支
給
単
位
期
間
の
月
数
で
除

し
て
得
た
額

(

新
幹
線
鉄
道
等
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
合
計
額)

の
合
計
額

(

第
二
十
九
条
の
十
の
二
第
二
項
に
お
い
て｢

一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
手
当
算
出
基
礎
額｣

と
い

う
。)

が
十
五
万
円
を
超
え
る
と
き
に
お
け
る
通
勤
手
当
と
し
、
条
例
第
十
二
条
の
六
第
六
項
の

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
そ
の
者
の
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
の
う
ち

最
も
長
い
支
給
単
位
期
間
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
十
の
二
第
一
項
中｢

第
十
二
条
の
六
第
六
項｣

を｢

第
十
二
条
の
六
第
七
項｣

に

改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

普
通
交
通
機
関
等
に
係
る
通
勤
手
当
に
係
る
条
例
第
十
二
条
の
六
第
六
項｣

を｢

条
例
第
十
二
条
の
六
第
七
項｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額

等(

第
二
十
九
条
の
九
の
二
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等

相
当
額
及
び
条
例
第
十
二
条
の
六
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
額
の
合
計
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。)

が
五
万
五
千
円｣

を｢

一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
手
当
算
出
基
礎
額
が
十
五
万
円｣

に
改
め
、

｢

係
る
普
通
交
通
機
関
等｣

の
下
に｢

又
は
新
幹
線
鉄
道
等｣

を
加
え
、｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃

等
相
当
額
等
が
五
万
五
千
円｣

を｢

一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
手
当
算
出
基
礎
額
が
十
五
万
円｣

に
、

｢

す
べ
て
の
普
通
交
通
機
関
等｣

を｢

全
て
の
普
通
交
通
機
関
等
及
び
新
幹
線
鉄
道
等｣

に
、｢

運

賃
等
の｣

を｢

運
賃
等
及
び
特
別
料
金
等
の｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
手
当
算
出
基
礎
額
が
十
五
万
円
を
超
え
て
い
た
場
合

十
五
万
円
に

事
由
発
生
月
の
翌
月
か
ら
支
給
単
位
期
間
等
に
係
る
最
後
の
月
ま
で
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額

又
は
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
係
る
普
通
交
通
機
関
等
及
び
新
幹
線
鉄
道
等
に
つ
い
て
の
払

戻
金
相
当
額
の
合
計
額
並
び
に
人
事
委
員
会
の
定
め
る
額
の
合
計
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額(

事

由
発
生
月
が
支
給
単
位
期
間
に
係
る
最
後
の
月
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
零)

第
二
十
九
条
の
十
の
二
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中｢

第
十
二
条
の
六
第
六
項｣

を｢

第
十

二
条
の
六
第
七
項｣

に
、｢

前
二
項｣

を｢

前
項｣

に
改
め
、｢

は
、｣

の
下
に｢

人
事
委
員
会
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り｣

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
十
の
三
第
一
項
中｢

第
十
二
条
の
六
第
七
項｣

を｢

第
十
二
条
の
六
第
八
項｣

に

改
め
、
同
項
第
一
号
た
だ
し
書
中｢

に
係
る
通
勤
手
当｣

を｢

の
利
用
に
係
る
特
別
料
金
等
に
係
る

通
勤
手
当｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中｢

、
新
幹
線
鉄
道
等｣

を｢

若
し
く
は
新
幹
線
鉄
道
等｣

に

改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
十
四
中｢

第
十
二
条
の
七
第
一
項
及
び
第
三
項｣

を｢

第
十
二
条
の
七
第
一
項｣

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
十
七
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

条
例
第
十
二
条
の
七
第
三
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
は
、
第
二
十

九
条
の
十
四
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
事
情
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
十
七
第
二
項
第
六
号
中｢

事
由
発
生｣

を｢

事
由
の
発
生｣

に
改
め
、
同
号
中
イ

を
削
り
、
ロ
を
イ
と
し
、
ハ
を
ロ
と
し
、
同
項
第
七
号
中｢

職
員
以
外
の
地
方
公
務
員
等
で
あ
つ
た

者
か
ら
人
事
交
流
等
に
よ
り
引
き
続
き｣

を｢

新
た
に｣

に
、｢

第
六
号
イ
か
ら
ハ
ま
で｣

を｢

第

六
号
イ
及
び
ロ｣

に
改
め
、｢)

に
伴
い｣｣

の
下
に｢

と
、｢

第
二
十
九
条
の
十
四｣

と
あ
る
の
を

｢

前
項｣｣

を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
十
九
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
命
権
者
に
お
い
て
配
偶
者
等
と
の
別
居
の
状
況
等
を
認
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
要
し
な
い
。

第
二
十
九
条
の
二
十
第
一
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
十
一
第
一
項
中｢

欠
く
に
至
つ
た
日｣

の
下
に｢(

人
事
委
員
会
が
定
め
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
日
以
降
の
日
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
日)｣

を
加

え
る
。

第
三
十
四
条
の
二
中
第
二
項
を
削
り
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
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項
を
加
え
る
。

条
例
第
十
八
条
の
二
第
三
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
勤
務
は
、
同
条
第
一
項
の
勤
務
に

従
事
し
た
時
間
が
六
時
間
を
超
え
る
場
合
の
勤
務
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
条
例
第
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
職
員
特
別
勤
務
手

当
を
支
給
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
員
が
し
た
同
条
第
二
項
の
勤
務
は
、
同
条
第
一
項

の
勤
務
と
み
な
す
。

一

条
例
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
勤
務
を
し
た
後
、
引
き
続
い
て
同
条
第
二
項
の
勤
務
を
し
た

場
合

二

条
例
第
十
八
条
の
二
第
二
項
の
勤
務
を
し
た
後
、
引
き
続
い
て
同
条
第
一
項
の
勤
務
を
し
た

場
合

第
三
十
九
条
第
一
項
中｢

第
十
五
条
の
二
第
一
項｣

を｢

第
十
五
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
第

三
項
中｢

第
十
五
条
の
二
第
二
項｣

を｢

第
十
五
条
第
二
項｣

に
、｢

第
十
五
条
の
二
第
一
項｣

を

｢

第
十
五
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中｢
第
十
五
条
の
三
第
一
項｣

を｢

第
十
五
条
の
二

第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
第
八
項
中｢

第
十
五
条
の
三
第
一
項｣

を｢

第
十
五
条
の
二
第
一
項｣

に

改
め
る
。

第
四
十
四
条
第
三
項
中｢

合
算
し
た
額｣

の
下
に｢(

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ

て
は
、
現
に
受
け
る
給
料
の
月
額)｣

を
加
え
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中｢

掲
げ
る
職
員｣

の

下
に｢(

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。)｣

を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
中

｢

受
け
て
い
た
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額｣

の
下
に

｢(

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
、
現
に
受
け
る
給
料
の
月
額)｣
を
加
え
、
同
条

第
五
項
中｢

掲
げ
る
職
員｣

の
下
に｢(

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。)｣
を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

条
例
第
二
十
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
を
支
給
さ
れ
る

職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、

次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採

用(

同
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
日
の
翌
日
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。)

を
さ
れ
、
特
地
公
署
又
は
準
特
地
公
署
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員
で
、
当

該
公
署
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
つ
て
住
居
を
移
転
し
た
も
の

二

新
た
に
特
地
公
署
又
は
準
特
地
公
署
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
公
署
に
在
勤
す
る
職
員
で

そ
の
特
地
公
署
又
は
準
特
地
公
署
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日

(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て

｢

指
定
日｣

と
い
う
。)

前
三
年
以
内
に
、
職
員
以
外
の
地
方
公
務
員
等
で
あ
つ
た
者
か
ら
人

事
交
流
等
に
よ
り
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
り
、
又
は
地
方
公
務
員
法
第

二
十
二
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
を
さ
れ
、
当

該
公
署
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
つ
て
住
居
を
移
転
し
た
も
の

三

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採

用
を
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
採
用
の
日
の
前
日
に
在
勤
し
て
い
た
公
署
に
引
き
続
き
在
勤
す
る
こ

と
と
な
つ
た
職
員
の
う
ち
、
当
該
採
用
の
日
前
か
ら
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場

合
に
、
条
例
第
二
十
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
新
た
に
特
地
公
署
又
は
準
特
地
公
署
に
該
当

す
る
こ
と
と
な
つ
た
公
署
に
在
勤
す
る
職
員
で
、
指
定
日
前
三
年
以
内
に
当
該
公
署
に
異
動
し
、

当
該
異
動
に
伴
つ
て
住
居
を
移
転
し
た
も
の
と
な
る
も
の

四

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採

用
を
さ
れ
た
職
員
で
、
当
該
採
用
の
日
の
前
日
に
条
例
第
二
十
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
当
該
採
用
の

日
前
か
ら
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
項
の
規
定
に
よ
る
特
地

勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
支
給
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
各
号
に
規
定
す
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
職
員

と
し
て
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の

第
四
十
四
条
の
三
第
三
項
第
一
号
中｢

移
転
し
た
職
員｣

の
下
に｢

又
は
前
項
第
一
号
に
規
定
す

る
職
員｣

を
、｢

日｣

の
下
に｢

又
は
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十

二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
を
さ
れ
た
日｣

を
加
え
、
同
項
第
三
号
中｢

前
項｣

を｢

前

項
第
二
号｣

に
、｢

公
署
が｣

を｢

公
署
が
、｣

に
改
め
、｢

な
つ
た
日｣

の
下
に｢

又
は
地
方
公
務

員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
を
さ
れ
た

日｣

を
加
え
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
三
号
に
規
定
す
る
職
員

当
該
職
員
が
同
号
の
採
用
の
日
前
か
ら
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
と
し
て
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
前
条
第
二
項
か
ら
第
五

項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
指
定
日
以
降
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
及
び
額

五

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
職
員

当
該
職
員
が
同
号
の
採
用
の
日
前
か
ら
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
と
し
て
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
前
条
第
二
項
か
ら
第
五

項
ま
で
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
採
用
の
日
以
降
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
及
び

額

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和７年４月１日 ( )６



六

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
職
員

別
に
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
及
び
額

第
四
十
四
条
の
六
第
三
項
中｢

合
計
額｣

の
下
に｢(

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ

て
は
、
現
に
受
け
る
給
料
の
月
額)｣

を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

条
例
第
二
十
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
へ
き
地
手
当
に
準
ず
る
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員

は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

新
た
に
へ
き
地
等
学
校
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
学
校
に
勤
務
す
る
職
員
の
う
ち
、
そ
の

へ
き
地
等
学
校
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て｢

指
定
日｣

と
い
う
。)

前
に
当
該
学
校
に
異
動
し
、
当
該
異
動
に
伴
つ
て
住
居
を
移
転
し
た
職
員
で
、
指
定
日
に
お
い

て
、
当
該
異
動
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

二

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採

用(

同
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
日
の
翌
日
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。)

を
さ
れ
、
へ
き
地
等
学
校
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員
で
、
当
該
学
校
に
勤

務
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
つ
て
住
居
を
移
転
し
た
も
の

三

新
た
に
へ
き
地
等
学
校
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
学
校
に
勤
務
す
る
職
員
の
う
ち
、
指
定

日
前
三
年
以
内
に
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
採
用
を
さ
れ
、
当
該
学
校
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
つ
て
住
居
を
移

転
し
た
も
の

四

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採

用
を
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
採
用
の
日
の
前
日
に
勤
務
し
て
い
た
学
校
に
引
き
続
き
勤
務
す
る
こ

と
と
な
つ
た
職
員
の
う
ち
、
当
該
採
用
の
日
前
か
ら
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場

合
に
、
条
例
第
二
十
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
新
た
に
へ
き
地
等
学
校
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
つ
た
学
校
に
勤
務
す
る
職
員
で
、
指
定
日
前
三
年
以
内
に
当
該
学
校
に
異
動
し
、
当
該
異
動

に
伴
つ
て
住
居
を
移
転
し
た
も
の
と
な
る
も
の

五

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採

用
を
さ
れ
た
職
員
で
、
当
該
採
用
の
日
の
前
日
に
条
例
第
二
十
条
の
六
第
一
項
又
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
へ
き
地
手
当
に
準
ず
る
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
た
も
の
の
う
ち
、
当
該
採
用
の
日

前
か
ら
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
項
の
規
定
に
よ
る
へ
き
地

手
当
に
準
ず
る
手
当
の
支
給
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
各
号
に
規
定
す
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
職
員

と
し
て
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の

２

前
項
の
職
員
に
支
給
す
る
へ
き
地
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
支
給
期
間
及
び
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員

当
該
職
員
の
指
定
日
に
勤
務
す
る
学
校
が
、
同
項
に
規
定

す
る
異
動
の
日
前
に
へ
き
地
等
学
校
に
該
当
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
前
条
の
規
定
に
よ

り
指
定
日
以
降
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
及
び
額

二

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
職
員

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二

条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
を
さ
れ
た
日
に
へ
き
地
等
学
校
に
異
動
し
た
も
の
と
し
た

場
合
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
及
び
額

三

前
項
第
三
号
に
規
定
す
る
職
員

当
該
職
員
の
指
定
日
に
勤
務
す
る
学
校
が
、
地
方
公
務
員

法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
を
さ
れ
た
日

前
に
へ
き
地
等
学
校
に
該
当
し
て
い
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
当
該
職
員
が
そ
の
日
に
当
該
学
校

に
異
動
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
日
以
降
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

期
間
及
び
額

四

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
職
員

当
該
職
員
が
同
号
の
採
用
の
日
前
か
ら
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
と
し
て
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
指

定
日
以
降
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
及
び
額

五

前
項
第
五
号
に
規
定
す
る
職
員

当
該
職
員
が
同
号
の
採
用
の
日
前
か
ら
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
と
し
て
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
前
条
又
は
こ
の
項
の
規

定
に
よ
り
当
該
採
用
の
日
以
降
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
及
び
額

六

前
項
第
六
号
に
規
定
す
る
職
員

別
に
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
及
び
額

第
四
十
七
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中｢

扶
養
親
族｣

を｢

扶
養
親
族
等(

条
例
第
十
一

条
第
二
項
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
及
び
職
員
の
配
偶
者
で
他
に
生
計
の
途
が
な
く
主
と
し
て
そ
の
職

員
の
扶
養
を
受
け
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
七
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。)｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中｢

扶
養
親
族｣

を｢

扶
養
親
族
等｣

に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
第
一
号
中｢

扶
養
親

族｣
を｢

扶
養
親
族
等｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
六
項
と
す

る
。第

四
十
七
条
の
三(

見
出
し
を
含
む
。)

中｢

扶
養
親
族｣

を｢

扶
養
親
族
等｣

に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
第
一
号
中｢

第
四
十
七
条
第
六
項
第
二
号｣

を｢

第
四
十
七
条
第
五
項
第
二
号｣

に

改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
二
項
第
一
号
中｢

第
四
十
七
条
第
六
項
第
四
号｣

を｢

第
四
十
七
条
第
五
項
第
四
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号｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中｢

第
四
十
七
条
第
六
項
第
七
号｣

を｢

第
四
十
七
条
第
五
項
第
七
号｣

に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
二
号
中｢

第
四
十
七
条
第
六
項
第
四
号｣

を｢

第
四
十
七
条
第
五
項
第
四
号｣

に

改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
三
第
二
項
第
一
号
中｢

第
四
十
七
条
第
六
項
第
四
号｣

を｢

第
四
十
七
条
第
五
項

第
四
号｣

に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
五
第
一
号
イ
中｢

百
分
の
二
百
十
五｣

を｢

百
分
の
三
百
十
五｣

に
、｢

百
分
の

二
百
五
十
五｣

を｢

百
分
の
三
百
七
十
五｣

に
改
め
、
同
号
ロ
中｢

百
分
の
二
百
十
五｣

を｢

百
分

の
二
百
十
二
・
五｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中｢

百
分
の
百
二
・
五｣

を｢

百
分
の
百｣

に
、｢

百

分
の
百
二
十
二
・
五｣

を｢

百
分
の
百
二
十｣

に
改
め
る
。

付
則
第
十
四
項
及
び
第
十
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

令
和
七
年
改
正
条
例
附
則
第
四
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
の
読
替
え)

14

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
十
六
条
中｢

条
例
第

十
一
条
第
一
項
の｣

と
あ
る
の
は｢

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

令
和
七
年
岐
阜
県
条
例
第
三
号)

附
則
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
条
例(

以
下｢

読
替
え
後
の
条
例｣
と
い
う
。)

第
十
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
職
務
の
級
が
行
政
職
給
料
表
の
九
級
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て｣

と
、
第
二
十
六
条
の

二
、
第
二
十
六
条
の
三
、
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
中｢

条
例｣

と
あ
る
の
は｢

読
替
え
後
の
条
例｣

と
す
る
。

(

行
政
職
給
料
表
の
八
級
以
上
の
職
員
に
相
当
す
る
職
員)

15

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例(

令
和
七
年
岐
阜
県
条
例
第
三
号)

附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
条
例
第

十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
の
級
が
行
政
職
給
料
表
の
八
級
以
上
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
六
条
の
三
に
規
定
す
る
職
員
と

す
る
。

付
則
第
二
十
項
中｢

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び｣

を｢

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び｣

に
、

｢

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号｣

を｢

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号｣

に
改
め
る
。

別
表
第
三
中

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
表
備
考
中｢

支
給
地
域
欄｣

を｢

支
給
地
域
の
欄｣

に
、｢

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日｣

を｢

令
和
七
年
四
月
一
日｣

に
改
め
る
。

別
表
第
三
の
二
を
削
る
。

別
表
第
五
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
五
の
四(

第
四
十
七
条
関
係)
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東
京
都

岐
阜
県

特
別
区

全
て
の
市
町
村

一
級
地

七
級
地

郡
上
市
白
鳥
町
中
西
一
〇
八
五
の
七
二

中
津
屋
一
三
七
二
の
二

下
呂
市
萩
原
町
大
ヶ
洞
大
張
一
三
一
四
の
四

四
美
一
五
五
七
の
三

小
坂
町
小
坂
町
八
一
五
の
五

落
合
二
三
七
六
の
一

森
二
二
一
一

馬
瀬
名
丸
四
〇
六

郡
上
市
白
鳥
町
中
西
四
九
九
の
一

那
留
一
四
五
〇
の
一

白
鳥
一
〇
の
二

中
津
屋
三
六
〇
の
三

二
日
町
一
五
三
の
一

石
徹
白
第
三
九
の
二

高
鷲
町
大
鷲
二
三
八
七
の
一

ひ
る
が
の
四
六
七
〇
の
二
八
二

明
宝
気
良
八
八

中
津
川
市
加
子
母
二
七
八
一
の
七
二

付
知
町
三
七
一
九
の
一

下
呂
市
萩
原
町
宮
田
一
三
四
〇

尾
崎
九
七
三

小
坂
町
小
坂
町
一
〇
二
〇

馬
瀬
中
切
九
七
六

郡
上
市
白
鳥
町
為
真
七
六
一
の
一

高
鷲
町
大
鷲
二
八
四
の
一
四

所

在

地

東
京
都

岐
阜
県

特
別
区

岐
阜
市

岐
阜
市
以
外
の
市
町
村

郡
上
市
白
鳥
町
中
西
駐
在
所

郡
上
市
白
鳥
町
中
津
屋
駐
在
所

下
呂
市
萩
原
町
大
ヶ
洞
駐
在
所

下
呂
市
萩
原
町
四
美
駐
在
所

下
呂
市
小
坂
町
駐
在
所

下
呂
市
小
坂
町
落
合
駐
在
所

下
呂
市
森
駐
在
所

下
呂
市
馬
瀬
駐
在
所

牛
道
小
学
校

那
留
小
学
校

白
鳥
小
学
校

大
中
小
学
校

北
濃
小
学
校

石
徹
白
小
学
校

高
鷲
小
学
校

高
鷲
北
小
学
校

明
宝
小
学
校

加
子
母
小
学
校

付
知
北
小
学
校

宮
田
小
学
校

尾
崎
小
学
校

小
坂
小
学
校

馬
瀬
小
学
校

白
鳥
中
学
校

高
鷲
中
学
校 公

署

一
級
地

六
級
地

七
級
地



別
記
第
一
号
様
式
中

｢

を

｣

｢
に

｣

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
四
中｢住

居
の
変
更
｣

を｢ 住
居
の
変
更
(転
居
日
の
通
勤

□
有

□
無
)
｣

に
、

｢
徒
歩
｣

を｢
徒
歩
､
自
転
車
｣

に
、｢

総
通
勤
距
離
｣欄
は
｣

を｢
総
通
勤
距
離
｣欄
に
は
｣

に
、

｢
□
２
単
身
赴
任
手
当
を
受
給
し
て
い
た
職
員
で
､
配
偶
者
と
同
居
し
通
勤
が
困
難
と
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員
｣

を

｢
□
２
単
身
赴
任
手
当
を
受
給
し
て
い
た
職
員
で
､
配
偶
者
と
同
居
し
通
勤
が
困
難
と
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員

□
３
配
偶
者
と
同
居
し
て
子
を
養
育
す
る
た
め
に
転
居
し
､
通
勤
が
困
難
と
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員

□
４
介
護
の
た
め
に
父
母
の
住
居
等
に
転
居
し
､
通
勤
が
困
難
と
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員

□
５
上
記
３
又
は
４
た
る
職
員
の
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
職
員

□
６
そ
の
他
(

)
｣

に

改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
四
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

( ) 令和７年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �９

届
出
の
理
由

□
１

新
た
に
職
員
と
な
つ
た
又
は
新
た
に
条
例
第
11条
の
規
定
の
適
用
の
対
象
と
な
つ
た

□
２

行
政
職
９
級
職
員
等
又
は
行
政
職
８
級
職
員
等
か
ら
降
格
等
と
な
つ
た

□
３

新
た
に
扶
養
親
族
た
る
要
件
を
具
備
す
る
に
至
つ
た
者
が
あ
る

□
４

扶
養
親
族
た
る
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
者
が
あ
る

※
１
・
３
・
４
に
つ
い
て
は
､
行
政
職
９
級
職
員
等
に
あ
つ
て
は
子
に
係
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
､
行
政
職
８
級
職
員
等
に

あ
つ
て
は
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
係
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
､
そ
れ
ぞ
れ
限
る
｡

規
則
第
26条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
｡

届
出
の
理
由

□
１

新
た
に
職
員
と
な
つ
た
(行
政
職
９
級
職
員
等
に
あ
つ
て
は
､
扶
養
親
族
た
る
子
が
あ
る
場
合
に
限
る
｡)｡

□
２

行
政
職
９
級
職
員
等
か
ら
行
政
職
９
級
職
員
等
以
外
の
職
員
と
な
つ
た
(子
以
外
の
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
限
る
｡)｡

□
３

新
た
に
扶
養
親
族
た
る
要
件
を
具
備
す
る
に
至
つ
た
者
が
あ
る
(行
政
職
９
級
職
員
等
に
あ
つ
て
は
､
子
に
限
る
｡)｡

□
４

扶
養
親
族
た
る
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た
者
が
あ
る
(子
､
孫
及
び
弟
妹
で
満
22歳

の
年
度
末
を
超
え
た
者
を
除
き
､
行
政

職
９
級
職
員
等
に
あ
つ
て
は
､
子
に
限
る
｡)｡

条
例
第
12条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
｡

明
宝
二
間
手
二
七
六

中
津
川
市
加
子
母
三
三
五
七
番
地

下
呂
市
萩
原
町
尾
崎
六
一

小
坂
町
長
瀬
四
六
六

宮
地
二
七
一
四

郡
上
市
白
鳥
町
為
真
一
二
六
五
の
二

下
呂
市
萩
原
町
萩
原
三
二
六
の
一

郡
上
市
白
鳥
町
為
真
一
一
八
七
番
地
九

八
幡
町
美
山
二
三
〇
六
番
地
一

白
鳥
町
中
西
五
八
四
番
地
六

高
鷲
町
大
鷲
二
〇
五
三
番
地
九

明
宝
二
間
手
三
五
七
番
地
一

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
東
横
山
四
三
七
の
二

坂
内
広
瀬
九
三
五
の
一

下
呂
市
萩
原
町
尾
崎
二
四
〇
の
一

小
坂
町
大
垣
内
一
一
八
二

落
合
二
七
の
三

宮
地
二
六
二
二
の
三

馬
瀬
名
丸
六
三
の
三

明
宝
中
学
校

加
子
母
中
学
校

萩
原
北
中
学
校

小
坂
中
学
校

竹
原
中
学
校

郡
上
北
高
等
学
校

益
田
清
風
高
等
学
校

白
鳥
交
番

西
和
良
警
察
官
駐
在
所

牛
道
警
察
官
駐
在
所

高
鷲
警
察
官
駐
在
所

明
宝
警
察
官
駐
在
所

藤
橋
警
察
官
駐
在
所

坂
内
警
察
官
駐
在
所

尾
崎
警
察
官
駐
在
所

小
坂
警
察
官
駐
在
所

落
合
警
察
官
駐
在
所

宮
地
警
察
官
駐
在
所

馬
瀬
警
察
官
駐
在
所
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別
記
第
二
号
様
式
の
五
中

｢

を

｣

｢
｣

に

改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
の
三
表
面
中

｢
｢を

に
改
め
、
同
様
式
裏
面
中

｣
｣

｢ �����������������������｣
を｢ �����������������������������������｣

に
、｢ � �����������������������������������������

｣

を ｢ � �����������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������
����

｣

に
改
め
る
。

(

岐
阜
県
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正)

第
二
条

岐
阜
県
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

平
成
十
二
年
岐
阜

県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中｢

同
条
第
二
項｣

を｢

同
条
第
三
項
第
一
号｣

に
、｢

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項｣

を

｢

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項｣

に
、｢

又
は
給
料
月
額｣

を｢

又
は
同
条
第
三
項(
岐
阜
県
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
四
年
岐
阜
県
条
例
第
四
号
。
以
下｢

育
児
休
業
条
例｣
と
い
う
。)

第
二
十
条(

育
児
休
業
条
例
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額｣

に
、｢
掲
げ
る

額｣

を｢

定
め
る
額｣

に
改
め
、
同
条
第
一
号
中｢(

岐
阜
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

(

平
成
四
年
岐
阜
県
条
例
第
四
号
。
以
下｢

育
児
休
業
条
例｣

と
い
う
。)

第
二
十
条(

育
児
休
業

条
例
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。)｣

を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
勤
務
条
件
条
例
第
十
八
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
号
任
期
付
研
究
員
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

に
係
る
同
条
第
三
項
第
二
号
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
は
、
勤
務
条
件
規
則
第
三
十
四
条

の
三
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
第
一
号
任
期
付
研
究
員
が
受
け

る
条
例
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
給
料
表
の
号
給
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
給

料
月
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

六
号
給
又
は
条
例
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
給
料
月
額

六
千
円

二

四
号
給
又
は
五
号
給

五
千
円

三

二
号
給
又
は
三
号
給

四
千
円

四

一
号
給

三
千
円

第
八
条
第
二
項
中｢

掲
げ
る
割
合｣

を｢

定
め
る
割
合｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中｢(

育
児
休

業
条
例
第
二
十
条(

育
児
休
業
条
例
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)｣

を
削
る
。

別
表
中｢(

育
児
休
業
条
例
第
二
十
条(

育
児
休
業
条
例
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)｣

を
削
る
。

(

岐
阜
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正)

第
三
条

岐
阜
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

平
成
十
四
年
岐
阜
県

人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
を
削
る
。

第
四
条
中｢

に
よ
り
特
定
任
期
付
職
員｣

の
下
に｢(

条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
任

期
付
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)｣

を
加
え
、｢

同
条
第
二
項｣

を

｢

同
条
第
三
項
第
一
号｣

に
、

｢

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項｣

を｢

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項｣

に
、｢

又
は
給
料
月
額｣

を｢

又

は
同
条
第
三
項(

岐
阜
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
四
年
岐
阜
県
条
例
第
四
号
。

以
下｢

育
児
休
業
条
例｣

と
い
う
。)

第
二
十
一
条(

育
児
休
業
条
例
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

の

規
定
に
よ
る
給
料
月
額｣

に
、｢

掲
げ
る
額｣

を｢

定
め
る
額｣

に
改
め
、
同
条
第
一
号
中｢(

岐
阜

県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
四
年
岐
阜
県
条
例
第
四
号
。
以
下｢

育
児
休
業
条
例｣

と
い
う
。)

第
二
十
一
条(

育
児
休
業
条
例
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)｣

を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
勤
務
条
件
条
例
第
十
八
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
任
期
付
職
員
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
係

る
同
条
第
三
項
第
二
号
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
は
、
勤
務
条
件
規
則
第
三
十
四
条
の
三

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
特
定
任
期
付
職
員
が
受
け
る
条
例
第

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
号
給
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
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一

六
号
給
若
し
く
は
七
号
給
又
は
条
例
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
給
料
月
額

六
千
円

二

五
号
給

五
千
円

三

二
号
給
か
ら
四
号
給
ま
で

四
千
円

四

一
号
給

三
千
円

第
四
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中｢
期
末
手
当
基
礎
額
等｣

を｢

期
末
手
当
基
礎
額
及
び
勤
勉
手
当
基
礎
額｣

に
改
め
、
同
条
第
一
項
中｢
第
二
十
三
条
第
五
項｣

の
下
に｢(

勤
務
条
件
条
例
第
二
十
五
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)｣

を
加
え
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
第
二
項
第
一
号
中｢(

育
児
休
業
条
例
第
二
十
一
条(

育
児
休
業
条
例
第
十
四
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)｣

を

削
り
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

勤
勉
手
当
の
成
績
率)

第
六
条

特
定
任
期
付
職
員
に
係
る
勤
務
条
件
規
則
第
五
十
七
条
の
成
績
率
は
、
勤
務
条
件
規
則
第

五
十
七
条
の
五
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
百
分
の
二
百
六
十
二
・
五
の
範
囲
内
で
、
任
命
権
者
が

定
め
る
も
の
と
す
る
。

別
表
中｢

第
六
条
関
係｣

を｢

第
四
条
関
係｣

に
改
め
、｢
(

育
児
休
業
条
例
第
二
十
一
条(

育

児
休
業
条
例
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)｣

を
削
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

定
義)

２

こ
の
附
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

一

条
例

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例(

昭
和
三
十
二

年
岐
阜
県
条
例
第
二
十
九
号)

を
い
う
。

二

令
和
七
年
改
正
条
例

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

令
和
七
年
岐
阜
県
条
例
第
三
号)

を
い
う
。

三

改
正
前
の
条
例

令
和
七
年
改
正
条
例
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
条
例
を
い
う
。

四

改
正
前
の
規
則

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
い
う
。

五

改
正
後
の
規
則

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
い
う
。

六

令
和
三
年
改
正
法

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号)

を
い
う
。

七

暫
定
再
任
用
職
員

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
条
第
一

項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い
う
。

八

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

地
方
公
務
員
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員

を
い
う
。

九

新
寒
冷
地
等
在
勤
等
職
員

令
和
七
年
改
正
条
例
附
則
第
十
項
第
二
号
に
規
定
す
る
新
寒
冷
地

等
在
勤
等
職
員
を
い
う
。

十

特
定
旧
寒
冷
地
等
在
勤
等
職
員

令
和
七
年
改
正
条
例
附
則
第
十
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定

旧
寒
冷
地
等
在
勤
等
職
員
を
い
う
。

十
一

継
続
特
定
旧
寒
冷
地
等
在
勤
等
職
員

令
和
七
年
改
正
条
例
附
則
第
十
項
第
四
号
に
規
定
す

る
継
続
特
定
旧
寒
冷
地
等
在
勤
等
職
員
を
い
う
。

十
二

切
替
日

令
和
七
年
改
正
条
例
の
施
行
の
日
を
い
う
。

十
三

基
準
日

令
和
七
年
改
正
条
例
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項

に
規
定
す
る
基
準
日(

そ
の
属
す
る
月
が
令
和
七
年
十
一
月
か
ら
令
和
九
年
三
月
ま
で
の
も
の
に

限
る
。)

を
い
う
。

(

令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
地
域
手
当)

３

令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
条
例
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
地
域
は
、
改
正
後
の
規
則
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
別
表

に
掲
げ
る
地
域
と
す
る
。

４

令
和
七
年
改
正
条
例
附
則
第
五
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
地
域
手
当
の
級
地
の
区
分
は
次

に
掲
げ
る
区
分
と
し
、
同
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
は
当
該
各
号
に
掲
げ
る
級
地
の
区

分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
と
す
る
。

一

二
十
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
二
十

二

十
九
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
十
九

三

十
六
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
十
六
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四

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
十
五

五

十
二
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
十
二

六

八
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
八

七

七
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
七

八

六
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
六

九

五
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
五

十

四
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
四

十
一

三
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
三

十
二

二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
二
・
四

十
三

二
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
二

十
四

一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
一
・
八

十
五

一
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

百
分
の
一

５

令
和
七
年
改
正
条
例
附
則
第
五
項
後
段
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
級
地
は
、
附
則
別
表
に
定

め
る
と
お
り
と
す
る
。

(

施
行
日
前
か
ら
引
き
続
き
支
給
さ
れ
て
い
る
通
勤
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置)

６

こ
の
規
則
の
施
行
の
日(

以
下｢

施
行
日｣

と
い
う
。)

前
か
ら
引
き
続
き
職
員(

改
正
前
の
条

例
第
十
二
条
の
六
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額(

改
正
前
の
規
則

第
二
十
九
条
の
九
の
二
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
係
る
も
の
を
除
き
、
二
以
上
の
普
通
交
通
機

関
等(

改
正
前
の
規
則
第
二
十
九
条
の
七
に
規
定
す
る
普
通
交
通
機
関
等
を
い
う
。
第
一
号
に
お
い

て
同
じ
。)

を
利
用
す
る
も
の
と
し
て
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
合
計
額
。

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て｢

改
正
前
の
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額｣
と
い
う
。)

、
同

項
第
二
号
に
規
定
す
る
額(

改
正
前
の
規
則
第
二
十
九
条
の
九
の
二
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に

係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て｢

改
正
前
の
自
動
車
等
の
利
用
に
係
る
額｣

と
い
う
。)

及
び
改
正
前
の
条
例
第
十
二
条
の
六
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
別
料
金
等
の
額
を

そ
の
支
給
単
位
期
間(

同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

の
月
数
で
除
し
て
得
た
額(

二
以
上
の
新
幹
線
鉄
道
等(

同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
新
幹
線
鉄
道
等

を
い
う
。)

を
利
用
す
る
も
の
と
し
て
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
合
計
額
。

次
項
第
二
号
に
お
い
て｢

改
正
前
の
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
相
当
額｣

と
い
う
。)

の
合
計

額
が
十
五
万
円
を
超
え
て
い
る
職
員
を
除
く
。)

に
支
給
さ
れ
て
い
る
通
勤
手
当
の
う
ち
次
の
各
号

に
掲
げ
る
も
の(

施
行
日
の
前
日
及
び
施
行
日
を
含
む
支
給
単
位
期
間
等(

改
正
前
の
規
則
第
二
十

九
条
の
九
の
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
等
を
い
う
。)

に
係
る
も
の
に
限
る
。)

に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一

普
通
交
通
機
関
等
及
び
改
正
前
の
条
例
第
十
二
条
の
六
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
自
動
車
等

に
係
る
通
勤
手
当(

改
正
前
の
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
及
び
改
正
前
の
自
動
車
等
の
利

用
に
係
る
額
の
合
計
額
が
五
万
五
千
円
を
超
え
る
場
合
の
も
の
に
限
る
。)

二

改
正
前
の
条
例
第
十
二
条
の
六
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当

７

前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
職
員

に
は
、
当
該
通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
間
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
各
月

に
お
け
る
当
該
各
号
に
定
め
る
額(

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
端
数
を
切
り

捨
て
た
額
と
し
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
各
号

に
定
め
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。)

を
、
支
給
単
位
期
間
を
一
箇
月
と
す
る
通
勤
手
当
と
し
て
支
給

す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合

改
正
前
の
一
箇
月
当
た
り
の
運

賃
等
相
当
額
及
び
改
正
前
の
自
動
車
等
の
利
用
に
係
る
額
の
合
計
額
か
ら
五
万
五
千
円
を
減
じ
て

得
た
額

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合

改
正
前
の
一
箇
月
当
た
り
の
特

別
料
金
等
相
当
額
か
ら
当
該
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
相
当
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

(

そ
の
額
が
二
万
円
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
円)

を
減
じ
て
得
た
額

(

権
衡
職
員
等
に
関
す
る
経
過
措
置)

８

改
正
後
の
規
則
第
二
十
九
条
の
九
の
七
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
さ
れ
た
転
居
に
つ
い
て
適
用

す
る
。

９

改
正
後
の
規
則
第
二
十
九
条
の
九
の
八
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け

る
職
員
と
な
っ
た
者
に
も
適
用
す
る
。

10

改
正
後
の
規
則
第
二
十
九
条
の
九
の
九
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
こ

れ
ら
の
号
に
掲
げ
る
職
員
と
な
っ
た
者(

こ
れ
ら
の
号
に
規
定
す
る
当
該
日
以
降
の
転
居
を
し
た
も

の
を
除
く
。)

に
も
適
用
す
る
。

(
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置)

11

改
正
後
の
規
則
第
二
十
九
条
の
十
七
第
二
項
第
七
号
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
新
た
に
給
料
表
の

適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
者
に
も
適
用
す
る
。

(

暫
定
再
任
用
職
員
へ
の
特
地
勤
務
手
当
等
に
関
す
る
経
過
措
置)

12

暫
定
再
任
用
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
改
正
後
の
規
則
第
四
十

四
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和７年４月１日 ( )14



13

暫
定
再
任
用
職
員
に
対
す
る
改
正
後
の
規
則
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中｢

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十

二
条
の
五
第
一
項｣

と
あ
る
の
は｢

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

令
和
三
年
法
律
第

六
十
三
号
。
以
下｢

令
和
三
年
改
正
法｣

と
い
う
。)

附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第

五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は

第
三
項｣

と
、｢
退
職
し
た
日｣

と
あ
る
の
は｢

退
職
し
た
日
又
は
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

若
し
く
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
に
係
る
任
期
が
満
了
し
た
日｣

と
、

｢

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ｣

と
あ
る
の
は｢

こ
の
条
に
お
い
て｢

暫
定
再
任
用｣

と
い
う｣

と
、
同

項
第
二
号
並
び
に
同
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中｢

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項

若
し
く
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用｣

と
あ
り
、
並
び
に
同
条
第
二
項
第
三
号

及
び
第
四
号
中｢

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
採
用｣

と
あ
る
の
は｢

暫
定
再
任
用｣

と
、
同
条
第
三
項
第
四
号
中｢

定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員｣

と
あ
る
の
は｢

暫
定
再
任
用
職
員(
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
七
条
第

一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)｣

と
、

同
項
第
五
号
中｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

と
あ
る
の
は｢
暫
定
再
任
用
職
員｣

と
す
る
。

(

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
暫
定
再
任
用
職
員
へ
の
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
に

関
す
る
経
過
措
置)

14

改
正
後
の
規
則
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日

以
後
に
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
又
は
令
和
三

年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定(

以
下｢

地
方
公
務
員

法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
等
の
規
定｣

と
い
う
。)

に
よ
る
採
用
を
さ
れ
た
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
及
び
暫
定
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

15

改
正
後
の
規
則
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
第
三
号
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
に
地
方

公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
採
用
を
さ
れ
、
当
該
採
用
の
日
前
か
ら
引
き

続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
、
同
号
の
規
定
す
る
異
動
を
し
た
日
が
令
和
七
年
四
月
一

日
以
後
で
あ
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
暫
定
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

16

改
正
後
の
規
則
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
第
四
号
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
に
地
方

公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
採
用
を
さ
れ
、
当
該
採
用
の
日
の
前
日
に
支

給
さ
れ
て
い
た
条
例
第
二
十
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る

手
当
の
支
給
要
件
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
日
が
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
適

用
す
る
。

(

令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
特
地
勤
務
手
当
と
地
域
手
当
と
の
調
整
に
関
す
る

経
過
措
置)

17

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
四
十
四
条
第
七
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中｢

別
表
第
三｣

と
あ
る
の
は｢

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時

間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則(

令
和
七
年
岐
阜
県

人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号)

附
則
別
表｣

と
、｢

条
例
第
十
二
条
の
二｣

と
あ
る
の
は｢

岐
阜
県

職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

令
和

七
年
岐
阜
県
条
例
第
三
号)

附
則
第
五
項｣

と
す
る
。

(

暫
定
再
任
用
職
員
へ
の
へ
き
地
手
当
等
に
関
す
る
経
過
措
置)

18

暫
定
再
任
用
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
改
正
後
の
規
則
第
四
十

四
条
の
六
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

19

暫
定
再
任
用
職
員
に
対
す
る
改
正
後
の
規
則
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
第
二
号
中｢

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十

二
条
の
五
第
一
項｣

と
あ
る
の
は｢

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

令
和
三
年
法
律
第

六
十
三
号
。
以
下｢

令
和
三
年
改
正
法｣

と
い
う
。)

附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第

五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は

第
三
項｣

と
、｢

退
職
し
た
日｣

と
あ
る
の
は｢

退
職
し
た
日
又
は
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

若
し
く
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
に
係
る
任
期
が
満
了
し
た
日｣

と
、

｢

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ｣

と
あ
る
の
は｢

こ
の
条
に
お
い
て｢

暫
定
再
任
用｣

と
い
う｣

と
、
同

項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
並
び
に
同
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中｢

地
方
公
務
員
法
第
二
十

二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用｣

と
あ
る
の
は｢

暫
定
再
任

用｣
と
、
同
項
第
四
号
中｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

と
あ
る
の
は｢

暫
定
再
任
用
職
員

(
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、

第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ

た
職
員
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)｣

と
、
同
項
第
五
号
中｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員｣

と
あ
る
の
は｢
暫
定
再
任
用
職
員｣

と
す
る
。

(

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
暫
定
再
任
用
職
員
へ
の
へ
き
地
手
当
に
準
ず
る
手
当
に
関
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す
る
経
過
措
置)

20

改
正
後
の
規
則
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日

以
後
に
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
採
用
を
さ
れ
た
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
及
び
暫
定
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

21

改
正
後
の
規
則
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
第
四
号
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
に
地
方

公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
採
用
を
さ
れ
、
当
該
採
用
の
日
前
か
ら
引
き

続
き
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
、
同
号
の
規
定
す
る
異
動
を
し
た
日
が
令
和
七
年
四
月
一

日
以
後
で
あ
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
暫
定
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

22

改
正
後
の
規
則
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
第
五
号
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
に
地
方

公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
る
採
用
を
さ
れ
、
当
該
採
用
の
日
の
前
日
に
支

給
さ
れ
て
い
た
条
例
第
二
十
条
の
六
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
へ
き
地
手
当
に
準
ず
る
手

当
の
支
給
要
件
を
具
備
す
る
に
至
っ
た
日
が
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
適
用

す
る
。

(

令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
へ
き
地
手
当
と
地
域
手
当
と
の
調
整
に
関
す
る
経

過
措
置)

23

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
四
十
四
条
の
五
第
四

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中｢

別
表
第
三｣

と
あ
る
の
は｢
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則(

令
和
七
年
岐

阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号)

附
則
別
表｣

と
、｢

条
例
第
十
二
条
の
二｣
と
あ
る
の
は｢

岐

阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

令
和
七
年
岐
阜
県
条
例
第
三
号)

附
則
第
五
項｣

と
す
る
。

(

令
和
七
年
改
正
条
例
附
則
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
経
過

措
置)

24

令
和
七
年
改
正
条
例
附
則
第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
定
旧
寒
冷
地
等
在
勤
等
職
員
に

対
し
て
は
、
そ
の
新
寒
冷
地
等
在
勤
等
職
員
又
は
特
定
旧
寒
冷
地
等
在
勤
等
職
員
で
あ
っ
た
期
間
を

継
続
特
定
旧
寒
冷
地
等
在
勤
等
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
て
令
和
七
年
改
正
条
例

附
則
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
の
規
定
を
適
用
し
た
と
し
た
な
ら
ば
算
出
さ
れ
る
額
の
寒
冷
地
手
当

を
支
給
す
る
。

25

職
員
以
外
の
地
方
公
務
員
等
で
あ
っ
た
者
か
ら
切
替
日
以
降
に
引
き
続
き
条
例
の
給
料
表
の
適
用

を
受
け
る
職
員(

以
下｢

給
料
表
適
用
職
員｣

と
い
う
。)

と
な
り
、
特
定
旧
寒
冷
地
等
在
勤
等
職

員
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
基
準
日
に
お
い
て
特
定
旧
寒
冷
地
等
在
勤
等
職
員
で
あ
る
者
の
う
ち
、

切
替
日
の
前
日
か
ら
当
該
基
準
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
そ
の
給
料
表
適
用
職
員
で
な
か
っ
た

期
間
を
給
料
表
適
用
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
み
な
し
て
、
令
和
七
年
改
正
条
例
附
則
第

十
一
項
及
び
第
十
二
項
又
は
前
項
の
規
定
を
適
用
し
た
と
し
た
な
ら
ば
寒
冷
地
手
当
を
支
給
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
者
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
し
て
算
出
さ
れ
る
額
の
寒
冷
地
手
当
を
支
給

す
る
。

(

雑
則)

26

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
人
事
委

員
会
が
定
め
る
。

(

岐
阜
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正)

27

岐
阜
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

平
成
四
年
岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第

三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
号
中｢

第
四
十
七
条
第
六
項
第
四
号｣

を｢

第
四
十
七
条
第
五
項
第
四
号｣

に
改
め

る
。

(

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
の
一
部
改
正)

28

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則(

令
和
五
年
岐
阜
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
項
中｢

第
二
十
九
条
の
二
の
七
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項｣

を｢

第
三
十
四
条
の
二

第
二
項｣

に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
十
六
項
中｢

附
則
第
十
項｣

を｢

前
項｣

に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
一
項
と
し
、
附
則

中
第
十
七
項
を
第
十
二
項
と
し
、
第
十
八
項
を
第
十
三
項
と
し
、
第
十
九
項
を
第
十
四
項
と
す
る
。

附
則
別
表(

附
則
第
三
項
、
附
則
第
五
項
関
係)
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石
川
県

富
山
県

神
奈
川
県

東
京
都

千
葉
県
都
道
府
県

金
沢
市

富
山
市

横
浜
市

川
崎
市

特
別
区

千
葉
市

支

給

地

域

二
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

二
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

十
九
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

十
二
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

級

地



備
考

こ
の
表
の
支
給
地
域
の
欄
に
掲
げ
る
支
給
地
域
の
名
称
及
び
そ
の
区
域
は
、
令
和
七
年
四
月

一
日
に
お
け
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
名
称
又
は
区
域
の
変
更
に
よ
っ
て
影

響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

( ) 令和７年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �17

そ
の
他
人
事
委
員
会
が
認
め
る
地
域

大
阪
府

京
都
府

愛
知
県

岐
阜
県

大
阪
市

京
都
市

一
宮
市

小
牧
市

名
古
屋
市

岐
阜
市
、
大
垣
市
、
多
治
見
市
、
美
濃
加
茂
市
、

各
務
原
市
、
可
児
市
及
び
瑞
穂
市
以
外
の
市
町

村 大
垣
市

多
治
見
市

美
濃
加
茂
市

各
務
原

市

可
児
市

瑞
穂
市

岐
阜
市

地
域
ご
と
に
人
事
委
員
会
が

定
め
る
級
地

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

八
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

五
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

十
二
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

一
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

二
パ
ー
セ
ン
ト
級
地

二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
級
地
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令
和
七
年
四
月
一
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社


